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まえがき 
 
建築物の LCA（ライフサイクルアセスメント）は、日本建築学会地球環境行動計画（1997

年策定）の重点研究に位置づけられています。また、あらゆる製品・サービスを対象とした

LCA が 1997 年 6 月に ISO14040(LCA の原則と枠組み)という国際規格となり、建築分野と

しても早急な実用化が求められています。この LCA の主要な構成要素が地球温暖化影響に関

わる LCCO2 です。1997 年 12 月に採択された気候変動枠組み条約第三回締約国会議議定

書（京都議定書）には、我が国は CO2 等の温室効果ガス排出量を 2008～2012 年の 5 年

間において原則 1990 年を基準に 6%削減させるとする数値目標が盛り込まれています。

建築関連の CO2 排出量が我が国全体の CO2 排出の１／３を占めている現状を踏まえ、建

築分野としてできる具体策を早急に検討するためにも建築物の LCA 手法の実用化が求め

られています。 
当小委員会の前身である LCA 指針策定小委員会（石福 昭主査）は、1997 年 12 月に公表

した学会声明「建築物の生涯二酸化炭素放出量（LCCO2）の 30%削減、耐用年数 3 倍 100 年

以上を目指すべき」を受けて、それまでの 7 年間にわたる委員会成果を取りまとめ、1999 年

11 月に「建物の LCA 指針（案）、CD-ROM 付」を出版いたしました。シンポジウムの開催、

学会ホームページへの掲載と電子メールでの質疑回答などを通して、学会内外から多くのご意

見・ご要望をいただきました。その後、1995 年産業連関表も公表され、より最新の成果を盛

り込んだ改訂版を検討して参りました。 
本指針は、設計初期段階において設計者が自ら建物のライフサイクル全体を視野に入れた

環境配慮設計の代替案を検討する際の LCA 手法の一例を示したもので、構工法、設備システ

ムなどの部分は大胆に簡略化した例となっています。ISO14040（LCA）規格にも記載されて

いる通り、そもそも LCA は適用目的に応じて分析すべき内容・範囲が異なるものです。本指

針案をひとつの参考例として、利用者が自らの適用目的に合致した改良を加えた LCA 手法を

作成し、建築分野における地球温暖化防止対策、さらに広く環境負荷削減対策の一助にな

れば幸いです。 
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